
 

 

 
 

 エッセーコンテストプロジェクトは、カンボジア青年が、

自分の住む村や国について考える思考力、そして多くの人に

自分の意見を伝える表現力の向上を目的としています。 

CSAJ選考委員により今年は以下にある3つのトッピックが

選定されました。参加者は、その3つの中から1つを選択し、

エッセーを書き、選考委員に提出します。 
 
 

2009年度のエッセートッピック 

1.現在カンボジア青年が直面している重要な課題は何です

か。またその課題を解決するために「あなた」ができるこ

とは何ですか。あなたの身のまわりだけでなく、カンボジ

アの社会全体をより良くするための解決策を論じなさい。 
 

2.もし外国人にカンボジアを紹介する機会があったら、カン

ボジアの何を紹介したいですか。またそれを紹介したいの

はなぜですか。 
 

3.もし都市または村の開発プロジェクトを担う機会を与え

られたら、何を成し遂げたいですか。またどうやってその

プロジェクトを実行しますか。 
 

選択方法 
 

1. 提出されたエッセーは、クメール語と英語の部にそ

れぞれわけて選考し、まず優秀作品を10本選びます。 

2. 優秀作品の筆者10名にはプノンペンでの発表会にて、自

身のエッセーを口頭発表してもらい、その発表結果を加え

た選考を行い、最優秀作品を3本選びます。 
 

HP: http://essaycontest.csaj-khmer.org/ 
 

 

 

 
 

 

昨今、援助の効果や持続性に対する関心の高まりから、援

助の調整や提供といった分野で新しい手法が生まれてきて

います。この時代の流れを受けてCSAJでも援助の効果と持続

性を最大化すべく、援助対象の選択、また援助提供の手法を

刷新しました。具体的には、まず在カンボジア日本留学経験

者の組織（JAC）との協力により、基金申し込み用紙を作成

し、多くの地方の小学校にそれを配布しました。この申し込

み用紙により、最も困難な状況にあり、CSAJの援助を必要、

且つ、有効に活用できる小学校を選択できるようになります。 

また被援助者のニーズを取り入れ、彼ら自身に意思決定を

させる手法を導入します。CSAJは被援助者が意志決定プロセ

スに参加し、プロジェクトに主体的に関わっていると感じる

ことが、援助の効果を持続的なものにする上で重要だと考え

ているからです。これ以外にもCSAJでは資金援助の使用効果

を最大化すべく、地元住民の知識や資源の統合に積極的に携

わっていきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ 

EAR Chariya (英語) 

携帯: 090-9839-6728, E-mail: chariya4peace@csaj-khmer.org 

NOM Sotheary (英語＆日本語) 

携帯: 090- 3528-9235, E-mail: nomsotheary@yahoo.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CAMBODIAN STUDENTS 

ASSOCIATION in JAPAN 

 

CSAJ 
 

 

 
 

 

 

できることからスタート！ 

子どもたちに希望と機会を！ 

 

CSAJ では以下の口座にてご寄付を募っております。 
あたたかいご協力をよろしくお願いします。 
郵貯口座番号: 12120-83554581 

口座名:ザイニチカンボジアリュウガクセイキョウカイ 
「2009 年のチャリティ」とメッセージのご添付をお願いします。 

 

CSAJ 2009 年執行委員会 

http:// www.csaj-khmer.org 

会長: EAR Chariya 

副会長: TEA Seanghy 

幹事長: NOM Sotheary 

広報係: HENG Sopha 

文化係: PENG Minea 

学業係・編集係: YOS Seilaroath 

会計・財務係: SO Yada 

ウェブマスター: HOK Kakada/ IM Vibolka 

編集係: In Thearith 

 

 
2009 度エッセーコンテスト 

http://essaycontest.csaj-k

hmer.org/ 

 

  

BRASTELと CSAJの共同援助により建設された 3教室

の校 

 

 
｢良い行いはできる時にしなさい、それが積み重ねれば、 

やがては世界を覆うまでになるだろう！」  

-Desomnd tutu- 

 

 
小学校基金プロジェクト 

 

 

mailto:nomsotheary@yahoo.com


「立ち上がる機会をください。 そうすれば、私は世界を

動かすことができる。」    

-アルキメデス 

  

 
 

 
 

在日カンボジア留学生協会 (CSAJ)は、 1994 年 12 月、日

本に留学してきたカンボジア留学生によって、設立されまし

た。私たちの活動の主な目的は、以下の通りです。 

 

1. 各地方に住むメンバー間の協力、コミュニケーション、

交流、相互尊重、及び相互扶助を高める。 

 

2. メンバーの文化的、学術的、及び身体的、精神的な発達

を促進する。 

 

3. メンバーとカンボジア人留学生、日本人学生、その他の

外国人留学生との関係を強化する。 

 

4. カンボジア人学生、研究生またはカンボジア国内の組織

のために、専門的、学術的、自発的資金援助プロジェクト

の実施を促進する。 

 

5. カンボジア人の人的資源を将来的にネットワーク化する。 

 

CSAJ 委員会は常任委員会と執行委員会によって構成され

ています。両委員会が自発的に活動しており、チャリティイ

ベントの収益は全て地方の小学校への援助やカンボジア社

会における若い世代の教育・生活の質を向上させるために使

わせて頂きます。 

HP: http://www.csaj-khmer.org/newsite/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

子どもたちには夢があります。しかしカンボジアの場合、

貧困がその夢を奪ってしまいます。20 年に及ぶ戦争と破壊が

終わった今、カンボジアは多くの分野において何もない状態

から再スタートしなければなりません。特に教育分野は、教

員不足などの問題が山積みになっている状態です。 

 

 

 

 
  

 貧しいがために、学校に行けず、働かなければならな

い子どもたちが沢山います。彼らは教育を受けていな

いため安定した収入のある仕事に就けず、貧困から抜

け出すことができません。このような貧困問題を解決

すべく、CSAJは、1994年から毎年チャリティイベント

を開催しています。皆さまのあたたかいご協力が、貧

しい子供たちに教育の機会、そして夢を与えます。 

彼らの「夢」｢希望｣は、CSAJの｢夢｣「希望」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶ Help Our Community Project は 2008 年に CSAJ の新しい

プロジェクトとして開始され、若者が中心的な役割、原動力

として、様々な問題の解決策を考え、行動し、何かを変えて

いく挑戦的なプロジェクトです。「魚を一匹与えれば、彼は

その日の食事に困らない。魚の釣り方を教えれば、彼は一生

食事に困らない」が当プロジェクトの根底にある哲学です。 
 

▶ Help Our Community Project は若い世代に資金援助やア

ドバイスを与えることを通じて、彼らが教育や環境、ジェン

ダー、医療といった様々な分野のプロジェクトを生み出し、

実施するのをサポートするものである。 
 

▶ Help Our Community Project は“Inform(知らせる), 

Inspire(喚起させる)、そして Involve(巻き込む)”という 3

つのミッションがあります。例えば、自分が住む町に、どう

いう問題が起きているかを知ることから、責任感を喚起し、

解決目標を持つ行動に巻き込んでいくといったものです。 

 
 

HP: http://helpourcommunity.csaj-khmer.org  
 

 

 

将来は、先生になって村の子供た

ちに勉強を教えたい。 

100 円があれば学校に行く

ことができるのに･･･ 

[ 

 

 

 

IMPROVING THE QUALITY OF LIFE AND EDUCATION 

IN CAMBODIA SOCIETY 

 

 
皆様のご支援は子供の未来につながる 

 

 

 

2009 CSAJ Charity  Projects  

 

 

 

Help Our Community Project  

 

お医者さんになりた

い。そして村の人々の

病気を治したい。 

 

「飢える者 100 人を救うこと

ができなければ、ただ１人だけ

を救えばいいのです。」 
 

-マザー・テレサ 

http://helpourcommunity.csaj-khmer.org/

